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（林野庁）　



ＴＰＰに打ち勝つ「林業の成長産業化」の実現について

主管省庁（内閣官房，内閣府，農林水産省農村振興局，林野庁）　

【現状と課題】

【政権与党の政策方針】
《「経済財政運営と改革の基本方針2015」の概要》（P9，P20）
　◇　「稼ぐ力」の強化に向けた事業環境の整備と成長市場の創造（農林水産業）
　　・　森林・林業については，豊富な森林資源を循環利用しつつ，新たな木材需要の
　　　創出や国産材の安定的・効率的な供給体制の構築等を推進する。
　◇　地球環境への貢献
　　・　森林吸収源対策及び地方の地球温暖化対策に関する財源の確保については，
　　　2020年以降の温室効果ガス削減目標の設定までに具体的な姿について結論を得る｡
《まち・ひと・しごと創生基本方針》（P18）
　◇　林業の成長産業化
　　・　森林資源のフル活用に向けて，製材品や集成材，合板等の需要を創出
　　・　効率的・計画的な路網整備等により生産性を大幅に向上させる

県担当課名　　林業戦略課，林業戦略課次世代プロジェクト推進室，森林整備課
関係法令等　　森林法，森林・林業基本法，公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律

　■　ＴＰＰの大筋合意では，合板，製材，ＭＤＦ等の関税の段階的な引き下げや
　　即時撤廃が示されており，発効されれば 安価な輸入製品への転換や国産材製品
　　価格の下落が懸念される。

　■　また,このことが国産材の需要低下や価格下落による林業経営の悪化に繋がり,
　　林業の成長産業化の後退が危惧される。
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ＴＰＰによる林産物の関税の影響例

林産物 競合品 主な対象国 現状 合意内容

合板 合板 マレーシア 6～10%
即時半減
→16年後 撤廃

ＯＳＢ 合板 カナダ 5～6%
即時半減
→16年後 撤廃

製材（ＳＰＦ） 製材 カナダ 4.8%
即時半減
→16年後 撤廃

ＭＤＦ ＭＤＦ
ＮＺ，
マレーシア 2.6% 即時撤廃

県産丸太の需要状況

ＴＰＰでの

影響

５６％

（H25徳島県調査）
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【輸入製品価格が低下】

→製品の値下げを要求される不安（木材産業者）
→値下げ部分が丸太価格に転嫁される恐れ（林業者）
→将来的に丸太の値上がりが期待できない（林業者）

【競合輸入品の増加】

→製品の需要が奪われる恐れ（木材産業者）
→増産しても需要が大丈夫か心配（林業者）

マイナスの声

【輸出】
対象国の関税の撤廃

→高付加価値製品の輸出がチャンス（木材産業者）

プラスの声

合板のシェア ＭＤＦのシェア

ＴＰＰ参加国

現状５４％

ＴＰＰ参加国

現状２５％

現場の声



【課題解決への方向性と処方箋】

　ＴＰＰをはじめとするグローバル化に対応するためには,

【徳島発の政策提言】

　・　「国産材住宅まるごと輸出」を推進するため，
　　輸送経費や現地商談会への支援を行うとともに，
　　日本の木材建築仕様が海外で使用可能となるよう働きかけを強化すること。

　■　安価な輸入製品や製品価格の下落に対抗できる
　　木材の生産から流通・加工までの 低コストな生産体制を構築し，
　　国際競争力を高めることが重要である。

　・　輸入製品に対抗できる低コストな生産体制を確立するため，
　　人材の育成，路網の整備，高性能林業機械や流通加工施設の導入等，
　　従来の「森林整備加速化・林業再生対策」に代わる川上から川下までの
　　一体的かつ長期的な対策を創設すること。

　・　生産性の向上を加速化させるために必要な林道整備に対する
　　「農山漁村地域整備交付金」等の所要額を確保するとともに，
　　地域の特性に応じた林道規格（３級規格（幅員３ｍ））が適用できるよう，
　　「森林環境保全整備事業」の制度拡充を図ること。

　■　また，ブランド化の推進や新規用途・新商品の開発等を加速し，
　　高品質な木製品を国内外へ積極的に販路拡大する必要がある。

　・　円滑な輸出の促進に向け，
　　日本の森林認証（ＳＧＥＣ）と国際的な森林認証（ＰＥＦＣ）が
　　早期に相互承認されるよう，関係国・機関に強く働きかけること。

　・　大筋合意で影響の大きい合板やＭＤＦをはじめとする
　　木製品の付加価値や競争力を高めるため， 新用途や新商品開発への支援と，
　　それらを積極的に利用する支援を強化すること。

方向性（処方箋）

具体的内容

提言① 低コスト生産体制の確立対策の創設と拡充

将来像

ＴＰＰへの対策に向けて

提言② 攻めの需要拡大対策の強化

ＴＰＰに打ち勝つ「林業の成長産業化」の実現による「地域経済の活性化」！

低コスト生産体制の構築

高性能林業機械 高密度な路網整備

四国連携展示会（韓国）

藍染フローリング

つき板シート

ＭＤＦ複合合板
ヒノキ合板

新用途・新商品開発

海外での需要拡大製品の付加価値化
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